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研究成果の概要（和文）：　愛知県田原市保美貝塚出土人骨資料を主として，考古学者と人類学者が共同で同じ資料を
研究するという，学際的研究のコラボレーションを行った。その結果，国内で10例ほどしか確認されていない盤状集骨
葬例の調査を行うことができた。その後，詳細に作製された実測図・写真をもとに検討を重ね，集骨葬例における人骨
集積のプロセスを検討することができた。それとともに，人骨の形質に関する分析，人骨の年齢・性別，食性分析，DN
A分析，古病理学的分析などを行うことができ，考古学と人類学のコラボレーションの典型例というべき研究モデルを
確立した。

研究成果の概要（英文）：Archaeologists and anthropologists collaborated to study Hobi shellmounds and 
human skeletons excavated from this site. As the result, we found and excavated very rare burial called 
BANJOU-SHUKOTU.This is the secondary burial practice, which is consisted by human long bones, as femur or 
humerus, putting them square, and have been found only less than ten cases.We analyzed this unique burial 
and many archaeological and anthropological data such as human skeletal data, isotope data, mtDNA data, 
pathological data, and so on. Through this study, we could make the effective study model of 
collaboration between archaeology and anthropology.
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１，研究開始当初の背景 
 縄文時代の社会構造を考えるにあたり，人
骨出土例を中心とした墓制の研究はこれま
で極めて有効な手段であると認識されてき
た。特にその研究が盛んに行われた 1970 年
代から 80 年代においては，縄文人骨が大量
に出土した愛知県吉胡貝塚，岡山県津雲貝塚
などの調査事例を基礎として多くの論考が
発表された。しかしながら，2010 年当時に
おいて，人骨出土例を基にした親族組織の研
究そのものは行き詰まりを見せており，1970
年代に立てられた仮説を越えるような研究
展開を見出せないでいた。その一方で子供の
装身具・副葬品の有無などから縄文時代に階
層化社会が存在したとの説も主張されるよ
うになり，縄文社会の研究は，親族構造のあ
り方と階層社会の存否をめぐって，混沌とし
た状況を呈していた。 
 このような状況から脱却するために，私た
ちは2011年から３年間にわたって科研費（基
盤研究（B））「考古学と人類学のコラボレー
ションによる縄文社会の総合的研究」（課題
番号 22320155）を獲得し，愛知県田原市保
美貝塚の発掘調査を実施した。しかしながら，
縄文時代の複雑な社会構造を検討するため
には更なる分析が必要とされ，周辺地域にお
ける他の遺跡の検討も不可欠である。また，
このような学際的共同研究は，短期間のみで
終わらせるべきものではなく，先の研究をさ
らに発展させ，考古学と人類学のコラボレー
ションモデルを確立し，展開させ，新たな学
問領域とでも言える Bio-Archaeology（骨考
古学）の確立を目指す必要があった。これが
本研究申請の学術的背景である。 
 
２，研究の目的 
 考古学者と人類学者が共同して愛知県保
美貝塚を調査し，そこから入手した新規の人
骨資料を基にして，その考古学的情報と人類
学的情報をつき合わせることによって新た
な社会像を提示するとともに，考古学・人類
学のコラボレーションモデルを構築・展開す
ることを目的とする。 
 本研究では愛知県保美貝塚の調査を考古
学者と人類学者共同で行い，出土人骨の人類
学的検討成果が埋葬属性(位置・姿勢・装身具
の有無・抜歯型式・頭位など)とどのような相
関を持つのか考古学的検討を行い，保美貝塚
における集団構造の解明・精神文化のあり方
を復元する。 
 本研究を行うことによって，縄文時代の社
会について新たな知見が得られることは間
違いない。しかしそれ以上に重要なのは，考
古学と人類学の本格的なコラボレーション
モデルを構築し，考古学界・人類学界の双方
に対して「今後あるべき研究協力体制」の新
たなモデルを提示することができるという
点である。さらに今回の研究成果を踏まえて，
考古学と人類学が融合した Bio-Archaeology
とでも言うべき日本における新たな研究領

域の創出を提言することも可能である。 
 
３，研究の方法 
（１）愛知県保美貝塚から入手した新規の人
骨出土例に対し，考古学的考察（墓制・集団
構造などの分析）および人類学的考察（形
質・DNA・同位体・歯冠計測などの分析）を
行い，双方の研究領域の分析結果をつき合わ
せ，縄文時代の社会構造についてのモデルを
作成する。 
（２）保美貝塚周辺の遺跡である田原市伊川
津貝塚，豊川市稲荷山貝塚の資料についても
上記のような検討を加え，先のモデルについ
ての蓋然性を検証する。 
（３）以上の共同作業を通じて，考古学と人
類学のコラボレーションモデルを提示する
とともに，その有効性について書籍等を通じ
てアピールする。。 
（４）上記３と連動し，各学会において研究
成果を発表するとともに，その有効性につい
てアピールする。 
（５）講演会などを通じて研究成果を社会に
還元し，社会教育に貢献する。 
 
４，研究成果 
 愛知県田原市保美貝塚から入手した新規
の分析資料の検討を行った。特に複数の盤状
集骨葬を含む集骨葬例（写真）は約 30 年ぶ
りの検出例となり，諸般の事情により今後の
出土が見込まれないことから，本例を中心に
研究を進めた。その成果は以下の通りである。 
 また，発掘調査出土の動植物遺存体，出土
骨角製品等の分析結果についても合わせて
記載している。 

    写真 保美貝塚集骨葬例検出状況 

 
（１）集骨葬例の考古学的検討結果 
 集骨葬例の土坑は 3.3ｍ×2.3ｍほどの楕
円形をなし，深さは 40 ㎝ほどである。 
 今回保美貝塚から検出された集骨葬例は，
およそ７基の盤状集骨と集骨から成り立っ
ている。まず，土坑の中央に長方形に長骨を
組み（1号），その東に二連，長方形に盤状集
骨を組む（2・3 号）。1 号の西に斜めに組み
（4号），それに接して南に 5号，さらにその
東隣に 6号を組む。4〜6 号は平行四辺形に組
んでおり，土坑の縁に沿って多角形をなすよ



うに配置される。そして，6 号の東に 7 号を
配置するが，7 号は長い骨を乱雑に束ね，頭
蓋骨を多く配置する。 
 いずれの盤状集骨も，頭蓋骨を縫合で分割
し，割って隅などに置いている点は，他の遺
跡の例と共通している。伴出土器の時期はま
だ明確にしていないが，縄文晩期前半の元刈
谷式〜中葉にさしかかった桜井式くらいの
時期の可能性がある。 
 これまでに盤状集骨は，渥美半島を中心と
した三河地方に 10 例ほどが検出されている
が，そのなかでも特異な葬法をとっているこ
とが明らかになった。その点を含めて，箇条
書きにまとめて他の例と比較しながら特徴
を列記しておきたい。 
・楕円形の土坑に沿うようにして複数の盤状
集骨が多角形に配置されている。盤状集骨
は重なり合っている部分がある。多角形の
盤状集骨は，保美貝塚のかつての調査事例
に５角形をなすものがあるが，これほど多
数の集骨がそれも重なるようにして配置さ
れていた例は初めてである。 

・一つの盤状集骨には 1体分と考えられる集
骨があるが，まだ未確定である。集骨の中
に肋骨をリング状におさめたものがあるが，
本刈谷貝塚に類例がある。 

・多角形に配置するために，平行四辺形に組
み，それを連ねていくなど，空間設計に入
念さが認められる。これは他に例がない。 

・下顎骨に特別な配慮が認められるが，これ
も他に例はない。 

・焼人骨が多量に伴う集骨例も，この地方の
この時期には例がない。 

・土器の破片で蓋をしたような例は，宮東貝
塚にその可能性が指摘できるが，見性の手
がかりを欠いており，本例が良好な初めて
の例である。 

・抜歯人骨もあり，いまのところ２Ｃ系に限
られるのは，他の盤状集骨と共通しており，
抜歯型式を共通にする集団に特有の葬法で
あったことがわかる。 

 このように，三河地方における特異な葬法
である盤状集骨の事例を一つ加えたわけだ
が，他の例に共通する特徴も認められるもの
の，多数の盤状集骨を重ねながら多角形に配
置することに象徴されるように，他の例には
認められない特徴も数多く指摘することが
できる。 
 
（２）集骨葬例および単独・単葬例の形質 
 盤状集骨葬例には少なくとも 14 体が含ま
れており，うち 13 体は成人，1体は未成人で
あった。これは過去最大級の盤状集骨の規模
といえる。集骨に最も用いられていたのは頭
蓋骨であり，計 14 体分が含まれている。下
肢（10～12 体），上肢（9体）がこれに続き，
さらに上肢帯や下肢帯の利用も少なくない
（8体）。四肢骨は長く太いものほど用いられ
た傾向が認められる。骨の左右の偏りは認め
られず，どちらか一方の側を意図的に使用し

た形跡はない。保存された成人骨盤 7体分の
性別は，男性 4体，女性 3体である。一方で，
保存の良い大腿骨の骨幹のみに着目すると，
右側・左側のいずれも個体数は 10 体となり
（成人 9 体，未成人 1 体），さらに成人につ
いてはサイズをもとにして男性 7 体，女性 2
体と判別される。従って男女の利用という観
点ではかなり男性に偏在するようである。未
成人骨は骨幹の長さから1才半程度の乳幼児
であると判断される。 
 成人大腿骨 2標本には，近位端付近の，筋
や靭帯付着部位に鋭利なカットマークが複
数観察された。股関節周りの筋や靭帯の切
断・除去を目的とした人為的行為の跡と考え
られる。また，別個体の大腿骨頭には，剥片
状（骨？）が陥入していた。 
 
（３）集骨葬例における寛骨耳状面（妊娠痕

他）の検討結果 
 保美貝塚から出土した人骨（女性人骨 3個
体，男性人骨 8個体）について，寛骨耳状面
前下部および耳状面表面の観察を行った。 
 その結果，女性 3 個体のうち，2 体の寛骨
耳状面前下部に強度の妊娠出産痕が認めら
れ，1 体には弱い妊娠出産痕が認められた。
資料数が少ないので，この出現状況（妊娠出
産痕の出現率が 100％，強度の妊娠出産痕が
67％，弱い妊娠出産痕が 33％）が集団や地域
の出生率を反映していると即断することは
できない。しかし今後，保美貝塚や他の縄文
集団および他の時代の集団における妊娠出
産痕のデータを増やすことにより，出生率の
地域差，時代差が明らかになる見通しが立っ
た。また，男性人骨 8個体全ての寛骨耳状面
前下部に，耳状面前溝が認められた。男性寛
骨の耳状面前溝についても，データを増やす
ことにより，耳状面前溝の出現頻度の時代差
を明らかにし，それによって耳状面前溝の成
因を推定できる見通しが立った。 
 
（４）出土人骨に対する古病理学的検討結果 
 集骨例に含まれる個体には，歯牙に齲歯な
どの歯科疾患の所見は観察されておらず，上
顎骨に抜歯の所見が観察される個体が2体出
土している。同様に抜歯の所見が確認されて
いる単体埋葬の個体においても，齲歯の所見
は観察されていないが，観察可能な下顎大臼
歯（左右第１大臼歯及び第 2大臼歯）におい
ては歯科疾患等により歯牙が生前喪失して
おり歯槽が閉鎖している。この他，歯牙の生
前喪失による骨吸収等により下顎体が低下
している個体がある。 
 頭蓋骨における骨多孔性変化（クリブラ・
オルビタリア，クリブラ・クラニー）の成因
は鉄欠乏性貧血によるものとされており，本
疾患の出現頻度や重症度を調査することに
よって，非特定性の疾患や食性の変化をとら
えることができるとされている。観察総数は
多いとは言えないが，観察所見からは本集団
におけるクリブラ・オルビタリア，クリブ



ラ・クラニーの出現頻度には出土地点ごとの
相違は観察されていない。観察個体の中では
1 体にのみグレード２に相当するクリブラ・
オルビタリアが観察されている。しかし，こ
の個体は未成人個体であり，本集団の成人個
体には本所見は観察されていない。 
 骨膜炎の多くは非特定性の疾患に関する
所見によるものとされており，集団としての
健康指標を提示するために観察される所見
である。集積葬では 1例において下肢骨に本
所見が確認されており，上肢骨には本所見は
観察できていない。また下肢骨における本所
見は脛骨においてのみ観察されている。 
 また，集骨葬例では肩関節及び肘部関節に
軽度の骨関節症の所見が観察されている。こ
の他，脊椎では椎体部を中心に本所見が確認
されている。 
 下肢骨における骨関節症は，集骨葬におい
て膝関節の一部である大腿骨遠位端に観察
される。また単体埋葬の個体では観察可能な
関節面のほぼすべてに軽度の骨関節症の所
見が確認できる。 
 
（５）人骨由来の古 DNA の分析結果 
 分析を実施した試料は，保美貝塚の 2013
年度調査にて採取した人骨の歯 7 点及び，
2010 年度田原市教育委員会報告例の伊川津
貝塚出土合葬例（成人女性と小児）の歯 2点
である。これまでに改良してきた古 DNA 抽出
法をこれらの試料に適応した。 
 その結果，9 試料全てから，5ng 以上の古
DNA を得ることに成功した。次に，これら古
DNA 抽出液を原液として，ヒト・ミトコンド
リア D-Loop 領域を対象として設計された３
つのプライマーセットを用いてPCRダイレク
トシーケンシング法を実施し，合計約 260bp
の配列決定を試みた。 
 その結果，保美貝塚においては２例，伊川
都貝塚においては２体全ての配列決定に成
功した。得られた配列が古 DNA であるか検証
するために，実験者及び遺跡出土人骨を鑑定
した形質人類学者の配列と比較した結果，得
られた古DNA配列はどの研究者の配列とも異
なる配列であった。このため，PCR ダイレク
トシーケンシング法で得られた DNA 配列は，
分析対象試料からの内在DNAである可能性が
高いことが示された。 
 これらのうち，伊川津貝塚出土人骨２個体
の DNA 配列は一致せず，少なくとも同一母系
統ではないことが示された。当該人骨は合葬
例であり，出土状況から母子関係であった可
能性が指摘されていた。本分析結果は，近接
して埋葬された人骨のDNA配列が異なること
から，成人女性と子供の合葬例が必ずしも母
子関係を意味しないことを初めて示した報
告例になるであろう。 
 続いてミトコンドリアDNAの全長及び全ゲ
ノム解析を実施し，縄文時代人の詳細な遺伝
学的解析及び表現型の復元を実施するため
に，古 DNA 抽出液を原液として次世代シーケ

ンサー（NGS）で解析するための DNA ライブ
ラリを作成した。NGS ライブラリ作成には，
これまでに改良してきたNEB社が提供するラ
イブラリ作成キットの方法を部分的に変更
したものを応用した。上述した古 DNA 抽出液
（９個体分）から作成した古 DNA ライブラリ
を Ilumina 社の NGS である Miseq で DNA 配列
解読を試みた。その結果，伊川津貝塚出土人
骨の成人女性の古 DNA ライブラリから，約
2.5%のヒト DNA が得られた。先行研究におい
て，1%のヒト DNA 配列が含まれていた場合，
ミトコンドリア全ゲノムやゲノム解読がで
きる可能性が指摘されている。また，特に本
結果は，温暖湿潤な地域で得られる古 DNA ラ
イブラリにおいて，非常に良い結果と言える。
分担者・太田は「ゲノム支援」の一部に採択
され，現在，伊川津貝塚出土女性人骨のゲノ
ム解析を実施している。一方，これ以外の試
料については，1%以上のヒト DNA 配列が含ま
れておらず，今後はミトコンドリア全ゲノム
の濃縮法を改良・適用していくことで，ミト
コンドリア全ゲノム配列解読を試みる予定
である。 
 
（６）歯冠計測による血縁関係の分析 
 親族関係の推定においては上顎の第1小臼
歯，第 2小臼歯及び第一大臼歯の計 6項目の
組み合わせが有効とされている。今回の分析
では，この組み合わせを用い，血縁判定の基
準を相関係数0.7以上と高めに設定すること
により，確実性を高めている。東大に所蔵さ
れている過去の資料と今回の資料を合わせ
て 46 例を分析したところ，130187 と 130165
が密接な関係を示しており，血縁関係にある
と推定された。 
 
（７）人骨の食性分析および年代測定結果 
 本研究では，盤状集骨葬例から 14 点の人
骨資料を採取してコラーゲンを抽出を試み
たが，そのうち 11 点について保存状態のよ
いコラーゲンを得ることに成功した。 
 日本列島で利用される動植物の同位体比
にコラーゲンへの濃縮を補正して比較する
と，１体を除く 10 体の同位体比が，海産魚
類の炭素・窒素同位体比に近似しており，こ
れらの人々が強く海産物の影響をうけた可
能性が示唆された。 
 保存状態のよいコラーゲンで放射性炭素
年代を測定したところ，未較正の値で 3090
～3270 BP の値を示した。炭素同位体比を基
準として海洋からの炭素寄与率を推定し，大
気・陸上生態系の較正曲線 IntCal13 と海洋
の較正曲線 Marine13 を混合して，それぞれ
の個体について較正 14C 年代を推定した。盤
状集骨葬例に含まれる人骨から得られた較
正年代 11 点が同一であると仮定してχ二乗
検定をすると，T=14.619（df=10）となり，
5%基準 18.307 よりも小さい値を示している
ことから，統計学的には同一の年代に由来す
ることができる。その場合は，1 標準偏差に



相当する確率分布は 3044～ 3009cal BP 
(68.2%)，2 標準偏差に相当する確率分布は
3056～2997cal BP (95.4%)となる。また，盤
状集骨葬例に含まれた人骨 11 点の年代がも
ちうる幅（Span）は，1標準偏差で 0～112 年，
2標準偏差で 0～190 年と推定され，盤状集骨
葬例は，ほぼ同時期の人骨で構成されている
と推測される。 
 
（８）保美貝塚より出土した動物遺存体につ

いての所見と考察 
 哺乳類としてはニホンジカ，イノシシが出
土した。魚類はフグ科，クロダイ属，スズキ
属，ウナギ属，ボラ科，コチ科，ニシン科，
マアジ？などが出土した。特定の魚種が優占
せずに，多種多様な魚種が混在することが特
徴的である。小さな魚類が多く含まれている
が，これについては網漁が行われていたため
と想定される。 
 保美貝塚はこれまでにイノシシやニホン
ジカが数多く出土したことが知られており，
多量の石鏃とあわせて，活発な狩猟活動が指
摘されてきた。一方で，過去の発掘調査では
土壌選別による微細資料の回収がなされて
おらず，とくに小型魚類の漁撈活動は不明で
あった。 
 
（９）保美貝塚より出土した植物遺存体の所

見と考察 
 得られた炭化種実は，木本植物ではオニグ
ルミ炭化核とクリ炭化果実・炭化子葉，コナ
ラ属炭化子葉，サンショウ属炭化種子，ミズ
キ炭化核の 5分類群，草本植物アワ炭化種子
の 1分類群の，計 8分類群であった。 
 食用可能な種実としてオニグルミとクリ，
コナラ属，マタタビ属，サンショウ属，ミズ
キが得られた。栽培植物のアワとオオムギは，
年代測定の結果から後世の混入の可能性が
あり，出土位置を検討する必要がある。 
 
 (10)考古学と人類学のコラボレーションモ

デルの構築と展開—まとめにかえて− 
 愛知県保美貝塚出土資料を中心として，考
古学と人類学のコラボレーションによる共
同研究を行ってきた。そこで採用した方法は
考古学者と人類学者が同一の遺跡を共同し
て発掘調査し，そしてそこから得た新規の資
料を一個所に置き，共同利用しながら研究を
進めるというスタイルであった。 
 このコラボレーションの結果，従来の考古
学的仮説とは異なる事実が多々判明した。保
美貝塚出土資料については，上記のように各
研究分担者の分析結果が出され，一部考察も
行われている。本研究を含めた全体的な考察
および研究論文の公表については，将来的に
は出版社から一冊の書籍としてまとめる方
向で調整を行っている。 
 本研究の成果は，墓制論・社会論をはじめ
として，人骨出土例を取り扱うような考古学
的な研究は，人類学とのコラボレーション無

しには不可能であるということをまざまざ
と見せつけることとなった。今後，縄文時代
の墓制論・社会論は人骨から得られる情報お
よびその研究成果を無視して進めることは
できなくなるだろう。このような考古学・人
類学にまたがるようなハイブリッドな新た
な 学 問 領 域 の こ と を ， 研 究 代 表 者 は
Bio-Archaeology と呼びたいと考えている。 
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